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研究成果の概要（和文）：成果は、（１）外来化学療法を受けるがん患者の家族に対する多職種協働による支援
プログラム「がん患者と歩む家族の会」の有用性を明らかにしたこと、（２）普及を目的に教育プログラムを作
成し介入したことにより（３）がん診療連携拠点病院において家族支援プログラムとして「がん患者と歩む家族
の会」が採用されたことである。本プログラムでは、30人の対象者において、尾関コーピング尺度、健康の捉え
シートが肯定的に変化し、プログラムの有用性が示唆された。また、支援プログラムの目標、内容、基本原則、
準備からファシリテータ役割および当日のスケジュールを含むプロトコルの使用により、がん診療連携拠点病院
での開催が実現した。

研究成果の概要（英文）：This study aims at examining the helpfulness of a support group program for 
the families of outpatients undergoing chemotherapy for cancer, and spreading of this support group 
program at a special hospital for cancer treatment. The program consists of three sessions according
 to its three goals,1) Enhancing coping skills,2)Promoting the 
physical and psychosocial stability of each participant and 3)Developing a positive attitude toward 
life with a family member who is undergoing chemotherapy. Regarding 30 participants, Ozeki’s Coping
 Scale, participants’ perspective for their own health were changed respectively. Educational 
program for this support group program were created. And this support group program were adopted at 
a special hospital for cancer treatment using the educational program. 　　　

研究分野： 医歯薬学

キーワード： 外来化学療法　家族看護　サポートグループ　多職種連携

  ３版

令和

研究成果の学術的意義や社会的意義
がん診療拠点病院では、家族に対する支援を含みがん医療における中心的な役割を担うことが期待されている。
しかしながら、がん患者および家族に対する支援の多くは、看護師や臨床心理士が行う個別の支援であり、患者
会や家族会のようなグループ支援体制の整備は依然として進んでいない現状にある。本研究では、支援プログラ
ム試案のプレテストを踏まえ、がん診療拠点病院において外来化学療法を受けるがん患者と生活する家族に対し
てサポートグループによる支援を実施した。これにより、家族のＱＯＬ向上に貢献するとともに、がん診療拠点
病院における家族支援のための社会資源として発展する可能性を含んでおり、本研究の意義は大きいと言える。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 
１．研究開始当初の背景 
わが国では、診療報酬改定による外来化学療法加算の開始、抗がん剤の開発や副作用対策の

進歩などから、化学療法を受けながら自宅で過ごしているがん患者が急速に増加している。そ
して、このような治療環境の変化に伴い、外来化学療法を受けるがん患者と暮らす家族は、治
療に伴う問題に対処しながら種々の影響を受けていることが判明している。 
すなわち、家族には、治療の影響による患者の体調変化に動揺し、患者との新たな関係性に

戸惑う様子が見られている 1）。我々が実施した調査 2)-6)においても、ケアギバーとして独自の
方法を駆使しながら応えきれない思いを抱え医療者にその思いを語りたいと考えていること、
また、自身の健康に支援を求めていることが明らかになっている。さらに、家族にとっては、
ときに患者より強い抑うつ状態を呈していても医療者からの支援が得られず、治療の変更や副
作用の出現など長期的な変化に対応した支援が受けられていないことも指摘されている。 
そこで我々は、外来化学療法を受けるがん患者の家族に対する支援として、サポートグルー

プに着目し、支援プログラム試案を実施した。その結果、POMS の緊張や疲労の軽減、活気の
増加、コーピング尺度での回避の低減傾向などから支援プログラムの有効性が示唆された。ま
た、家族ひとり一人が知りたい情報には研究者の予測を超えた個別性があることも判明し、そ
のニーズに応えるためには多職種での協働が必要と考えられた。他方で、家族には、支援プロ
グラムに参加したいニーズはあるが仕事と患者の世話以外に時間がとれない、心配で患者から
離れられないなどの理由から参加が得られにくい実情が見られた。また、患者の病状変化など
から、途中で参加を断念せざるを得ないという状況も明らかになっている。これらの結果から、
家族に対する支援プログラム試案の成果は期待されるものの、参加人数が十分得られていない
ために有効性のさらなる検証が必要であるといえる。さらに、支援プログラムの成果を確実な
ものにするためには、前述のような家族が抱える参加の難しさを踏まえ、セッション回数の見
直しとともに、がん診療連携拠点病院での支援プログラムの普及が必要であると示唆される。 
 
２．研究の目的 
本研究では、外来化学療法を受けるがん患者の家族に対する多職種協働支援プログラムの普

及をめざして、以下の研究目標を設定した。（１）外来化学療法を受けるがん患者の家族に対す
る多職種協働による支援プログラムの有用性を検証する。（２）多職種協働支援プログラムの普
及をめざし、支援プログラムを運営するため教育プログラムを作成する。 
（３）教育プログラムに基づく説明を受けた看護師を中心としてがん診療連携拠点病院におい
て支援プログラムを実施し、外来化学療法を受けるがん患者の家族に対するグループ支援のあ
り方を検討する。 
 
３．研究の方法 
（１）外来化学療法を受けるがん患者の家族に対する多職種協働支援プログラムの有用性の検
証 
 がん診療連携指定病院、がん診療連携拠点病院での開催に協力が得られた A 市 B および C
病院と連携し、支援プログラム「がん患者と歩む家族の会」を実施した。 
A．「がん患者と歩む家族の会」の実施および評価（26 年度） 
①「がん患者と歩む家族の会」の作成（表１）：平成 2２年～25 年の研究実績（基盤研究（C）
22592461）に基づき、表１に示したプログラム目標、支援内容および評価指標を採用した。 
②実施：A 市にある研究者所属機関のサテライトキャンパスにおいて実施した。プログラム参
加者は、研究の同意が得られた外来化学療法を受けているがん患者の家族で、原則としてプロ
グラムの全セッションに参加できる者とした。支援プログラムの運営では、研究者はファシリ
テータを担い、B 病院のがん看護専門看護師、がん化学療法認定看護師、栄養士および理学療
法士にサブファシリテータ、情報提供者、受付等の役割を依頼した。 
③評価：プログラム全体の目標達成度を明らかにするために、プログラム前後で「自身の健康
の捉え」シートおよび尾関コーピング尺度による評価指標を用いた。「自身の健康の捉え」シー
トでは、自分の気持ちの表出やリフレッシュの工夫、治療などの知識の獲得およびケアギバー
としての役割に対する考えに関して 9 項目設定し、「強くそう思う～まったく思わない」とい
う 4 段階尺度を採用した。このシートは、平成 22 年度から 25 年度における調査結果に基づき
研究者が作成した。また、セッション目標の達成度の評価では、セッション評価表を用いた。
セッション評価表では、セッションごとにセッションの目的が理解できたか、提供された情報
を理解できたか、自分の気持ちを話せたか、グループの話し合いに参加できたか、他の参加者
の話は有益かという５項目を設定し、「大変そう思う～まったく思わない」という 4 段階尺度
を採用した。 
 

表１ 支援プログラム「がん患者と歩む家族の会」の概要 

プログラム目標：外来治療を受けるがん患者と暮らす家族が、状況の変化に対応しながら前向きに生活す

る姿勢を強める－対処力の向上、心理・社会的な安定、家族との生活ヘの前向きな捉え 



セッション 1 セッション 2 セッション 3 

がん治療について学ぶ 自分の気持ちをみつめ心身の安
定を図る 

これからの生活を考える 
 

①がん治療について基本的なこ
とを学ぶ 
②治療を受ける家族との生活で
困っていることを振り返る 
 
 

①自分の気持ちを振り返り、知る 
②気持ちを他の人に伝える方法
を知る 
③気持ちの安定を図る対処法を
知る 

①状況の変化に対応するための
情報、知識を獲得する 
②治療を受ける家族とのこれか
らの生活について考える 
③自分の健康に対する捉えを知
る 

①セッション内容 
・メンバーと知り合う  
・情報提供：がん治療、副作用対

策 
・リラクゼーション 
②話し合いのテーマ 
・自己紹介 
・治療について気になっているこ
と、副作用対策  

①セッション内容 
・メンバーとの交流 
・情報提供：「家族」の特徴、 
 気持ちが不安定になる状況と
対処法 

・リラクゼーション 
②話し合いのテーマ 
・治療中の家族との生活で変化し
たこと、工夫 
・自分の健康のために行っている
対処、できそうな対処 
 

①セッション内容 
・情報提供：治療中の食事・栄養 
 活用できるリソース（患者会、
ネット情報、在宅サービス、緩
和ケアなど） 

・リラクゼーションと茶話会 
②話し合いのテーマ 
・食事の工夫 
・これまでのセッションで感じた
こと 
・これからの生活についての今の
気持ち 

B．「がん患者と歩む家族の会」修正版の実施と評価（平成 27年度） 
修正版としての変更内容を下記の 2 点とした。 

①修正内容：平成 26 年度において、家族にとって全セッションへの参加が難しいことが判明
したため、参加の機会を確保するために回数を変えずに従来通り実施することにした。内容に
ついては、情報提供と参加者の交流がつながるようセッションの流れを修正した。 
②会場と運営の変更：会場を C 病院とし、C 病院のがん看護専門看護師等にファシリテータお
よびサブファシリテータ役割を依頼した。 
 
（２）「がん患者と歩む家族の会」を運営するため教育プログラムの作成（平成 28 年度） 
①プロトコル作成：平成 29 年度における C 病院での開催をめざし、プログラムの目標と内容、
支援プログラムの開始にむけた準備、ファシリテータ・サブファシリテータの役割を含むプロ
トコルを作成した。 
②ファシリテータ役割に関する研修プログラムの作成：研修プログラム名を「がん患者と歩む
家族の会 ファシリテータ役割研修」とし、研修目的、サポートグループの意義、「がん患者と
歩む会」の概要、ファシリテータの役割、コミュニケーションの基礎技法、参加者の交流で起
こりうる状況への対応を含む試案を作成した。平成 29 年度および 30 年度において、看護師に
よる企画・運営の評価、および運営に参加した看護師を対象にグループインタビューを実施し、
その結果を踏まえて研修プログラムを修正することにした。グループインタビューでは、看護
師が捉える「がん患者と歩む家族の会」の成果と課題、ファシリテータの役割および役割の担
い方を調査することにした。 
 
（３）がん診療連携拠点病院における「がん患者と歩む家族の会」実施および評価（平成 29、

30 年度） 
運営プロトコルに基づく説明を受けた看護師が企画する「がん患者と歩む家族の会」を実 

施し、外来化学療法を受けるがん患者の家族に対するグループ支援のあり方を検討した。 
①実施 
ａ協力施設：Ａ市 C 病院。がん看護専門看護師（研究協力者）が中心となり、がん化学療法認
定看護師、医師、薬剤師、栄養士および理学療法士の協働のもと実施した。プログラム参加者
は、研究の同意が得られた外来化学療法を受けているがん患者の家族で、原則としてプログラ
ムの全セッションに参加できる者とした。 
ｂ運営方法：プログラムの企画、運営については、C 病院のがん看護専門看護師が担当した。
企画、運営の内容は、実施日の設定、家族に対する広報、会場設定およびファシリテータとサ
ブファシリテータや情報提供者との打ち合わせであった。研究者は、プログラム実施のスーパ
ーバイザーとして参加した。 
②評価 
a プログラムの効果を明らかにするために、「自身の健康の捉え」シート、尾関のコーピング尺
度およびセッション評価表を使用した。 
ｂがん診療連携拠点病院で実施する「がん患者と歩む家族の会」の成果と課題を明らかにする
ため、C 病院の看護師 6 人を対象にグループインタビューを実施した。 
③「がん患者と歩む家族の会」ファシリテータ研修プログラムの作成 
 2 年間の実施およびグループインタビューの分析結果を踏まえ、研修プログラム試案を修正



した。 
 
４．研究成果 
本研究の成果は、（１）外来化学療法を受けるがん患者の家族に対する多職種協働による支援

プログラム「がん患者と歩む家族の会」の有用性を明らかにしたこと、（２）がん診療連携拠点
病院での普及に向けた教育プログラムを作成したこと、（３）がん診療連携拠点病院における家
族支援システムとして、「がん患者と歩む家族の会」を推進したことである。以下、これらに関
して述べる。 
（１）外来化学療法を受けるがん患者の家族に対する多職種協働による支援プログラム「がん
患者と歩む家族の会」の有用性 
研究期間における「がん患者と歩む家族の会」の実施状況および評価について述べる。 

①実施状況 
 4 年間において、参加した家族は 30 人であり内男性が 5 人であった。年齢は 40 歳代から 80
歳代の範囲で平均 64.8 歳であり、患者との続柄では配偶者 33 人、親・兄弟・子ども各２人、
友人１人であった。また、全セッションに参加できた家族は、約半数の 16 人であった。 
②評価 
プログラム全体の目標達成度の評価では、「自身の健康の捉え」シートおよび尾関コーピング

尺度による評価指標を用い、プログラム参加前後で変化を比較した。また、セッション目標の
達成については、セッション評価表の記入内容で検討した。 
結果、「自身の健康の捉え」シートでは、各項目について「思う」「思わない」で分類すると、

参加後、「自分の気持ちは話さないほうがよい」「自分の気持ちを話すことができる」「治療につ
いて知るほど適切に対応できる」は肯定的に変化した者がいた。「家族に対して関わっているが
まだまだ足りない」「家族を常に優先すべき」は前後とも「思う」であり、ケアギバーとして役
割を担おうとする家族の気持ちの強さに変化は見られなかった。尾関コーピング尺度を前後で
比較すると、問題焦点型は 7.5→6、情動焦点型は 6.5→8、消極的コーピングは 8→9 となった。
前後での大きな変化は見られなかったが、前における情動焦点型は、他の 2 つに比して低い傾
向にあったが後では上昇の傾向を示した。セッション評価表を「思う」「思わない」に分類する
と、セッション目的の理解、提供された情報の理解、自分の気持ちを話す、グループの話し合
いに参加できる、他の参加者の話は有益という５項目いずれもほぼ「思う」であった。平成 29
年度の参加者 1 人のみ、第 2 セッション評価に「思わない」が見られた。 
以上、「自身の健康の捉え」シートおよび尾関コーピング尺度の変化から、「がん患者と歩む

家族の会」は参加者が自分の気持ちを話す機会として有用性があることが示唆された。また、
セッション評価表による目標達成度の高さから、セッション内容はプログラムの目標に対応し
ていると評価できた。 
 
（２）がん診療連携拠点病院における普及をめざした教育プログラムの作成 
①運営プロトコル（表 2） 
 「がん患者と歩む家族の会」の目標、プログラムの内容および基本的な考え方を理解し
たうえで運営できるよう、以下の 4 つの内容構成とした。 

表２ 「がん患者と歩む家族の会」運営プロトコル 
プログラムの目標 

外来治療を受けるがん患者と暮らす家族が、状況の変化に対応しながら前向きに生活する姿勢を強める－
対処力の向上、心理・社会的な安定、がん治療を受ける家族との生活に対する前向きな捉え 

プログラムの内容（表１） 
1. 「がん治療について学ぶ」「自分の気持ちを見つめ心身の安定を図る」「情報・知識を獲   

得しこれからの生活を考える」をテーマに 3 セッション構成とする。セッションごとの目標が定められ
ている。 

2.各セッションは、参加者間の交流、知識・情報の提供、リラクゼーションで構成される。 
3.所要時間については、おおむね 100 分とする。 

基本原則 
1.参加者が自分と向き合えるように、気づき、考え、対処方法を模索できる機会を創り出す。 
2.参加者が自分と向き合う中で、心を整え、これからも歩み続けようという気持ちが高まり、考え方・行
動が変化し始めることを支える。 
3.看護師、医師、薬剤師、栄養士、理学療法士と協働する 
基本原則に則り、参加者の交流が中心となるようにグループダイナミクスの活性化、参加者のピアサポー
トを生み出す環境を整える。また、参加者個々のニーズに対応した支援を実施する。 

運営のプロトコル 
責任者の役割 

1.運用責任者は、資料 1・2 を使用し、プログラムの目標、内容、基本原則およびプロトコルについての
理解を促進する。 
2.参加者への広報、提供する知識や情報について、チームで内容を確認し事前に打ち合わせを行う。 
3.セッションごとの役割分担を考える。  



  ファシリテータ、サブファシリテータ、セッションごとの進行、知識・情報提供者、受付、評価用紙
の配布と回収、茶菓の準備 

ファシリテータの役割 
1.参加者全員が発言できるように気配りし、言葉をかける。 
2.参加者が自分の気持ちや問題に気づくきっかけをもてるよう話し合いを進める。 
3.参加者が互いに支えあう雰囲気が育つよう、心地よい環境を提供し、交流を促進する。 
4.参加者の健康状態に配慮する。 

サブファシリテータの役割 
1.各セッションにおいて、参加者の話し合いを簡潔に紹介する。 
2.会が始まる前、休憩および話し合いに参加できない参加者に対し個別に対応する。 
3.評価表、「健康の捉え」の配布と回収。 

準備  
1.会場、BGM、がん情報パンフレット、参加者への配布資料、茶菓、ネームプレート、筆記用具など（予
算は看護部もしくは参加者から）。 

2.参加者への広報活動。 
3.途中参加者への対応を考える。 

当日の運用 
1.開始 1時間前に集合し、最終打ち合わせ、受け付準備を行う。 
2.受付開始（30 分前） 
3.セッションスケジュールに合わせて会を進行する。 
 司会者は、開始にあたり会の趣旨を説明し、参加者の背景、話し合いの状況等により、タイムスケジ
ュールを検討する。 
4.初回および 3 回目のセッションでは、最後に、参加者に「健康の捉え」を記載してもらう。記名式と
し、3 回目には参加者自身に変化を確認してもらう。いずれも、3 回目のセッションにおいて参加者
には現本を返し、運用者はコピーを保管する。 

5.各セッションでは、セッション最後に無名式で評価表を記載してもらい回収する。 
6.会終了後に反省会を行い、次回の運営内容や方法を決定する。セッション評価表の内容を基に、それ
ぞれの役割、目標達成に関して評価を行う。必要時、次回の運営を修正する。また、グループダイナ
ミクスおよび参加者個々の反応と評価表の内容から参加者個々のニーズに対応した支援を検討する。 

運営プロトコルを活用した説明を受け支援プログラムを企画・運営した看護師は、この会の
成果として、家族にとって「本人の前では言えないことを“ぶちまける”」場になると語った。
また、サポートグループの特徴について、看護師との 1 対 1 の関係とは異なり「ピアサポート
のダイナミクスが生まれる」ことにより「“言い捨てる”ことができる関係がある」「一気に辛
さをはき出す場に変わる」という特徴が見られると捉えていた。また、「医療者のサポートでは
みられない感情がでる」ことから、看護師にとっては「家族を個として捉える広がりをもたら
す」と語った。さらに、家族自身には、「語りながら涙する自分を発見する」、自らがピアサポ
ートを求めて「話す場を外来につなげる」という変化が生じていると捉えていた。院内で実施
する意義について、「長い目でケアできる」「早い時期での支援が可能になる」と会への参加後
も継続的に支援できることがあげられた。参加した家族の反応については、「2 回目での変化が
大きい」と捉えており、3 回のセッションの意味を見いだしていた。課題としては、会の運営
自体というより、家族支援の観点が広がったことにより、治療の中止や自宅から出られないな
ど「見えない家族」、曜日や仕事など条件が合わずに「参加できない家族」に対する支援の必要
性を語っていた。 
 ファシリテータ役割については、「気持ちの変化を読み取る」「全体を見て交流の流れを作る」
「ばらばらの交流を 1 つの輪につなげる」「ピアサポートを創造する」「自由な語りの場を創る」
をあげていた。一方で、「自由な交流を戻そうとする自分」「ケアしようとする自分」に戸惑い、
「広がる話を止めない」ことは難しいと感じていた。 
②ファシリテータ役割研修プログラム  
上述のインタビュー結果を踏まえ、研修プログラムの内容について、第 1 部；目的、サポー

トグループとは、「がん患者と歩む家族の会」概要、第 2 部；ファシリテータの役割、第 3 部；
コミュニケーション演習という 3 部構成とした。また、演習については下記のように企画した。 

ねらい：ピアサポートとしてのグループダイナミクスの活性化、自由に話せる場の創 
造、発言をグループ内の話に広げるコミュニケーション力の養成 

内容：「聴く」力とは 
方法：1 グループ 3 人で編成し、聴く、話す、観察するという役割を交互に体験し、「聴 

く」とはどのような特徴を持つのか、参加者および運営者にどのような変化をもたら
すのか話し合う。その内容から、ファシリテータとしてグループダイナミクスを活性
化させる方法、自由に話せる場の創造、グループ内での話の輪を拡げる方法について
メンバー間で話し合う。 

（３）がん診療連携拠点病院における「がん患者と歩む家族の会 in TKH」の開催 
①開催に向けた準備 

a 会の位置づけ；がんサロン同様、C 病院において担うべき事業として位置づけ、開催日を



平日とした。 
b 開催に向けたトレーニング；平成 27 年度、C 病院外来化学療法センターにおいて、研究者

が企画・運営する会を開催し、C 病院の看護師、医師、栄養士、理学療法士に広報、会場設定、
情報提供、ファシリテータ、サブファシリテータなどの役割を分担してもらった。治療などの
情報提供者に関しては、会の趣旨を確認しながら情報提供の内容および方法について詳細を確
認した。当日は、セッション終了後、会の運営に参加した者全員で運営方法や内容等を振り返
り、参加者の反応の意味を捉えながら、次のセッション運営および個別対応について検討した。 
②「がん患者と歩む家族の会 in TKH」の開催 
平成 29・30 年度、C 病院のがん看護専門看護師による企画・運営のもと、看護師、医師等

の参画も得て開催された。研究者は、企画・運営担当者に対してプロトコルを使用して会の運
営を説明し、当日は直接運営に携わらずスーパーバイザーの立ち位置をとった。 
平成 29 年度の評価において、セッションの目標達成度が低い状況があり、企画者に対して

セッション終了後の振り返りの意義、ねらいと評価内容の関連性について再度説明した。特に、
運営プロトコルに記載されている「グループダイナミクスおよび参加者個々の反応と評価表の
内容から、参加者個々のニーズに対応した支援を検討する」ことの意義について、メンバー間
で確認しあった。平成 30 年度、研究者は、初回のセッションに参加し、セッション終了後の
振り返りおよび参加者の個別性にどのように対応するかスーパーバイズした。 
参加者からは「とてもよい試みだ」「時期を変えてもっと開催してほしい」「曜日を変えて開

催を」などの反応があり、運営側はがん診療連携拠点病院で開催する意義について手ごたえを
感じていた。 
 
（４）今後の展望 
 検討を要する課題には、家族が全セッションに参加することが難しい状況を見据えた対応が
あげられる。C 病院では、参加者の要望を踏まえ、令和元年には夏と秋 2 回の開催を企画して
いるが、途中参加や途中から参加できなくなった場合、外来看護師等との連携も視野に対応を
検討することが重要である。課題の 2 点目は、インタビュー結果でもでているように、参加者
が少なくても運営側のスタッフには人数確保が必要になることである。がん診療連携拠点病院
での事業として家族支援プログラムを定着させるためには、関わるスタッフを養成し増やして
いくこと、薬剤師の参加も検討することが課題と言える。そのためにも、ファシリテータ役割
研修プログラムを実施し、そのプログラム効果の検証、内容の精選を図ることが課題である。 
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